DEMON 


サブウーハー 

DSW-55SG 

取扱説明書 


ま全にお使いいただくためじ一必ずお守りください。 


• お買い上げいただき、ありがとうございまず。 

• ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくご使用ください。 

• お読みになった後は後日お役に立つこともありまずので、免、ず保存してください。 

_ 






ごほ用になる前に 


まを上のごを意 


正しくまをじお使いいただくため、ご使 
用の前に必ずよくお読みください。 

この取あ説明書および製品への表示で 
は、製品を巧全に正しくお使いいただき、 
あなたや他の人々への危害や財産への損 
害を未然に防止するために、いろいろな 
絵表示をしています。その絵表示と意巧 
は次のようになっていまず。 

内容をよく理解してから本文をお読みく 
ださい。 


絵表示の例 

図の中やお傍に具体的な禁止内容が 
巧かれています。 


A 


感電注意 


么記号はま意（危険-警告を含む）を 
促す巧容があることを告げるものです。 


(S) 


分解禁止 


Q 記号は禁止の行為であることを 
告げるものでず。 


を 


電源プラグを 
コンセントから抜け 


>記号は行為を強制したり指示する内容を 
告げるものでず。 


A 警告 


この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、 

人が死 t または重傷を負う危険が差し迫って生じることが想をされる内容を示していまず。 


這 


万一異常が発生した6、 

電源プラグをすぐに抜く 

_ •煙咕異臭、異音が化たとき 
落としたり、破損したとき 
か6披け•機器内部に水や金属類、燃えやすいも 
のなどが入ったとさ 

そのまま使巧すると、义災•感電の原因となりま 
ず。すぐに本体と接続している機器の電源を切り、 
必ず電源プラグをコンセントから抜いて、安全を 
確認してから販売店にご連絡ください。 

お客様による修理などは危険でずので絶対[こお咕 
めください。 


〇 

必ず実施 


ご使用は正しい電源電圧で 

表示された電源電圧1义5^で使用しないで 
ください。 

乂楽•感電の原因となります。 


〇 


必ず実施 


電源コードは大切に 

電源コードを傷つけたり、破損したり、 
加工したりしないでください。また、重 
いものをのせたり、力□熱したり、引っ張っ 
たりずると電源コードが破損し、义災 ■ 
感電の原因となります。 

電源コードが傷んだら、すぐに販売店に 
交換をご依頼ください。 


〇 電源プラグの巧および巧の付お 
にほこりや金属物が付着してい 

必ず実施 るとさは 

電源プラグをコンセントから抜いて、乾 
いた巧で取り隙いてください。そのまま 
使巧ずると义楽-感電の原因となりまず。 


Q 


禁止 


內部に水などの液体や異物を入 
れない 

機器内部に水などの液体や金属類、燃え 
やすいものなどを差し込んだり、落とし 
込んだりしないでください。 

义が-感電の原因となります。 

特にお子様のいるご家庭ではご注意くだ 
さい。 



水めれ 
禁止 


水をかけたり、 

濡らしたりしない 

雨天.降雪中.お岸.水辺での使用は特 
じごを意 < ださい。 

义炎-感電の原因となります。 


分解禁止 


ねじをかしたり、 

巧解や改造したりしない 

内部には電圧の高い部分がありまずので、 
义災-感電の原因となりまず。 

内部の点検-調整-修理は販売店にご依 
頼ください。 


接触禁止 


雷が鳴り出した6 

機器や電源プラグじは触れないでくだ 
さい。 

感電の原因となります。 


水場での 
使巧禁止 


風呂-シャヮー室では 
使用しない 

义巧-感電の原因となりまず。 


水めれ 
禁止 

0 

禁止 


この機器の上に巧瓶-植木鉢- 
コップ-化粧品-薬品や水など 
が入った容器、およびルさな金 
属物を置かない 

こぼれたり，中に人った場合> 义が•感 
電の原因となります。 
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A を意 


この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、 

人が傷害を負う可能性が想走される内容および物的損害のみの発生が想走される内容を示していまず。 


〇 

必ず実施 

(S 


禁止 


電源コードは確実に接続し、 
束ねたまま使用しない 

電源コードを根元まで差し込んでもゆる 
みがあるコンセントじは接続しないでく 
ださい。その場台、販売店や電気工事 
店にコンセントの交換を依頼してくださ 
い。 

また、電源コードは束ねたまま使用しな 
いでください。発熱し、义楽の原因とな 
ることがあります。 


0 


禁止 


電源コードを 
熱器具にお付けない 

コードの被ふくが溶けて、义が•感電の 
原因となることがあります。 


0 


禁止 


電源プラグを抜くときは 

電源コードを引っ張らずに必ずプラグを 
持って抜いてください。コードが傷つき、 
义楽 • 感電の原因となることがあります。 


ぬれ手禁止 


濡れたまで電源プラグを 
抜き差ししない 

感電の原因となることがあります。 


〇 

必ず実施 


機器の接続は説明書をよく読ん 
でから接続する 

電源を切り、各々の機器の取撒説明書に 
従って接続してください。 

また、接続には指をのコードを使用してください。 
指定じ(外のコードを使用したり、コードを延長し 
たりすると発熱し、皆けどの原因となることがあ 
りまず。 


〇 

必ず実施 


電源を入れる前には 
音量を最小じする 

突然大きな音が化て、聴力障害などの原 
因となることがあります。 


0 


禁止 


長時間音が歪んだが態で 
使巧しない 

スピーカーが発熱し、义がの原因となる 
ことがあります。 


0 


禁止 


不安定な場巧に置かない 

<6ついた台の上や傾いたところなど不 
安定な場所(こ置かないでください。落ち 
たり倒れたりして、けがの原因となるこ 
とがありまず。 


次のような場所には置かない 

( XJ 义が•感電の原因となることがありまず。 

• 調理台咕加湿器のそばなどミを煙や湯気 
が当たるようなところ 
• 湿気やほこりのをいところ 
• 直前日光の当たるところや日爱房器具の 
おくなど高温になるところ 


〇 

必ず実施 


壁や他の機器か6 

少し離して設置する 

放熱をよくするためじ、化の機器との閨 
は少し離して置いてください。ラックな 
どに入れるときは、機器の天面や背面か 
6少し隙闇をあけてください。内部に熱 
がこもり、义災の原因となることがあり 
ます。 


0 通風孔をふさがない 

内部の温度上昇を防ぐため、通風孔が 
開けてありまず。次のような使いかた 
はしないでください。内部に熱がこも 
り、义災の原因となることがありまず。 
• あお向けじする 

• 押し人れ-専用のラック W 外の本箱など風通し 
の悪い狭い攝所に押し込む 
•テーブルク□スをかけたり、じゆうたん•巧団 
の上に置いて使巧ずる 




禁止 


この機器に乗ったり、 

ぶ6下がったりしない 

特に幼いお子様のいるご家庭では、ごを 
意ください。倒れたり、壊れたりして、 
けがの原因となることがあります。 


重いものをのせない 

Q 機器の上に重いものや外枠か6はみ化る 
ような大きなものを置かないでくださ 
し、バランスがくずれて倒れたり、落下 
^ A して、けがの原因となることがあります。 


移動させるときは 

まず電源を切り、必ず電源プラグをコン 
セントから抜き、外部の接統コードを外 
電源プラグをしてか6おこなつてください。コードが 
コ.ンセン I ' 傷つき、义災•感電の原因となることが 
ありまず。 


运 


か6巧け 


長期間の外出•旅行のとき、 
またはお手入れのときは 

安全のため必ず電源プラグをコンセント 

電^11プラグをから抜いて < ださい。 火炎 .感電の原因 

^ h となることがありまず。 

か b 抜け 


运 


A 日年に一度は内部の掃除を 

販売店などにご相談<ださい。内部じほ 
こりがたまったまま、長い間掃除をしな 
>±胃 いと义炎や故障の原因となることがあり 
ます。 

特に、湿気のをくなる梅雨期の前におこなうと、 
より効果的でず。なお、内部の掃除費用じついて 
は販売店などじご相談ください。 
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総目次 


取り扱い上のごま意 


まを上のごま意 . 1、2 

付属品じついて . 3 

取り扱い上のごま意 . 3 

設置の際のごミ主意 . 3 

外観仕上げじついて . 3 

お手入れじついてのごミ主意 . 3 

その他のごを意 . 3 

各部の名前とはた5き . 4 

リアパネル . 4 


接続のしかた 

アンプの接続 . 5 

サブウー八一の接続 . 5 

電源の接続 . 5 


操作のしかた . 已 


故障た、な？とちつた 6…………………… ぶ 


巧証とヴービスにごいて…………………………………6 


まな仕様 . 裏表紙 


ご使用の前じご確認ください。 


設置の隐のごま意 


• 転倒じよる事巧を防止ずるため、しっかりとした水平な床 
の上に設置してください。 

•本機をレコードプレーヤーと同じ台や棚の上に設置ずる 
と、八ウリングを起こずことがありまずのでごま意くださ 
し)。 

•本機の上に、レコードプレーヤー、 CD プレーヤーなどの 
AV 機器を設置しないでください。 

• 本機のスピーカーは、テレビとの近接使用が可能な防磁型 
でずが、テレビの種類じよってはをむらを生じる場合があ 
りまず。その場合は、テレビから離してご使用ください。 

•放熱のため、壁や他の AV 機器などから天面、左ち両面、 
後面とも十分に離してくだい。 



本書に使用しているイラストは取り扱い方まを説明するための电の 
で，実物と異なる場合があります。 


か観仕上げについて 


木目柄モデルのキャビネ、ソトの前面には天然木材から作ら 
れた部がを使用していまず。そのために色や柄は自然のま 
まであり、他にひとつとして同じ色柄のものはありません。 
塗装や最終仕上げでは当社の厳しい品質基準で管理してお 
りまずので、安ムしてご使用<ださい。 


お手入れについてのごを意 


•キャビネ、ソトや操作パネル部分の巧れを拭き取るときは、 
柔らかい巧を使用して藍く拭き取ってください。 

※化学ぞうきんをご使用の際は、そのを意書に従って< 
ださい。 

• ベンジン、シンナーなどの有機溶剤および殺虫剤などが本 
機に付着ずると、変質したり変色ずることがありまずので 
使用しないでください。 


その他のごを意 


音量を極端に大き< して歪んだ音のまま再生ずることは、 
スピーカーじとってダメージになる場合がありまず。適正 
な音量でお楽しみください。 


ご使用になる前に 


ステレオ音のエチケット 

•隙り近所への函慮（おわいやり）を十分 
にいたしましょう。 

• 特に静かな夜圍は、かさな音でわ适リや 
ずいものでず。夜園の音楽鑑賞には、特 
じ気を函リましょう。 



オーディオケーブル1本 

取扱説明書（本書） . 

1冊^ 

(ケーブルの長さ：が] 3 m ) 

製品のごち談と 



修理.サービス窓□一覧表… 

1枚 


保証書【捆包箱に添付】 
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付属品について 
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各部の名前とはた 6 を 



ヒューズ 


A 警告 


ヒューズは交換しないでください。内部には電圧の高い部分があり、交換を誤 
ると义巧-感電の原因となります。ヒューズの交換は販売店じご依頼ください。 


〇電源スイッチ ( POWER ) 

"ON" にずると、数秒間のミューティング後 
に電源が入ります。 

0ライン出力端子 （LINE OUT ) 

•ライン入力端子 （©) じ入力された信号をそ 
のまま化力しまず。 

•本機を2台使用する場含は、この端子をも 
う T 台のライン端子に接続します。 

©ライン入力端す （LINE IN ) 

アンプのサブウー八一専巧化力端子 （SUB 
WOOFER 尸 RE OUT など）と接続しまず。 

〇位キ目切り替えスイッチ （ PHASE ) 

化力信号の位相を切り替えます。 

NORM. :通常の設定でず。 

REV .: サブ ウー 八 一と 左ち のスピーカーの 
音のつながりが不自然に闇こえる と 
きに設定してください。 

0 LF ダイレクトモードスイッチ 
(LF DIRECT ) 

ON :ク□スオーバー回路や音量調節回路を 
通さずじ、入力された信号をそのまま 
化力します。 Dolby Digital や dts 信 
号を再生ずるときは、 "ON " にずるこ 
とをおずずめしまず。高音質なソース 
を忠実に再生します。 

OFF :お好み(こ応じてク□スオーパーや音量 
を調節ずることができまず。 

©ク□スオーバー調節つまみ 
( CROSSOVER ) 

• ウー八一で再生する周波数の上限を設定しま 
す。 

•設をの目安 

左ちのスピーカーの大きさ（□径 ） に応じて 
夕のように設定してください。 

- 50Hz : 25cm が上の場台 

• 1 0OHz : 1 0cm 〜 25cm 材上の場合 

- 200 Hz :1日 cm 1：:/下の場合 


ク□スオーバー周波数の調節について 


• ク□スオーパー周波数とは、フ□ント/セン 
ター/サラウンドスピーカー/サブウー八一 
の各スピーカーがそれぞれ受け持つ音域の境 
目の周波数のことでず。 

• ク□スオーバー周汲数は、接統しているアン 
プ側で固定:値に設置されている場合が一般的 
ですが、アンプによってはク□スオーバー周 
波数を調節できるわのわあり、その場合には、 
お好みに応じてク□スオーパー周波数を調節 
してください。詳しくは、お手持ちのアンプ 
の取扱説明書をご覧下さい。 

• Dolby Di 呂 ital や dts の AV サラウンドアン 
プに接続ずる際は、本機の LF ダイレクトス 
イッチ （©) を " ON" にずることをおすす 
めします。 


0音量調節つまみ ( LEVEL ) 

サブウー八一の音量を調節します。 

© オートスタンバイモードスイッチ 

(AUTO STANDBY ) 

ON :本機に入力される信号がない状態が己〜 
11分間続<と、自動的にスタンバイ状態 
になりまず。また、スタンバイが態のと 
きじ信号が入力されると電源が入ります。 

©動作表示 

本機の動作状態を表示します。 

緑色の点な：電源オン 
赤色の点な：電源スタンパイ状態 
ホ色の点滅：ミューティング時および保護◎路 
動作時 

消な； 電源オフ 

因 

- Dolby は > ドルビーラボラトリープライセンシ 
ングコーポレーションの商標です。 

•dts はデジ々ル-シアクー-システムズ社の商標 
です。 
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サブウー八一の接続 


接続のしかた 


本機を2台接続ずるときに、別売りのオーディオケーブル 
で本機の LINE OUT 端子と接続しまず。 


操作のしかた 




>すべての接続が終わるまで、電源プラグをコンセントじ差し込まな 
いでください 

>接続する機器の取撒説明書も必ずお読みください。 

>接続ケーブルは、電源コードやスピーカーケーブルと一緒に束ねな 
いでください。八ムや雑音の原因となることがあります。 


電源の接続 


電源スイッチを "ON" にする。 


アンプの接続 


ずべての接続が終わってから、電源コードを電源コンセン 
卜 （ AC 100 V 、50/60 HZ ) じ接続してください。 

電源プラグは確実に差し込んで<ださい。不完をな接続は，雑音発 
生の原因とな y ます。 


アンプの音量を調節する。 

本機の音量は、アンプの音量に連動しまず。 


付属のオーディオケーブルで、本機の LINE IN 端子と接続 
しまず。 

广 A のシブー^ 


◎ 


2 

间 

お好みにより、次の設をや調節をおこなうことができます。 

- LF ダイレクトモード 
-音量 （ LF ダイレクトモード " OFF " 時） 

-ク□スオーバー周液数 （ LF ダイレクトモード " OFF " 時） 
•位相の切り替え （ LF ダイレクトモード " OFF " 時） 

-オートスクンパイモード 


DDDOODDD 加 DDODDaDDDDODb. 

, aQQ | Un 0- 

サブウー八ーチャンネル政外のプリアウト端子と接続しないでくだ 
さい。十分な低音が得6れません。 


a 巧巧 n 々か到 n 


お諭©广け 4 C 赖巧©广今な 


揖漏9巧？ド地。な5 
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K 障かな？と思った 3 


故障？と思っても、もろ一度確かめてみましょろ。 
□ 各接続は正しいですか 
□ 取扱説明書じ従って正し<操作していますか 
□ アンプやプレーヤーは正しく動作していますか 


本機が正常に動作しないときは、次の表に従ってチェックしてみてください。なお、この表 
の各項にわ該当しない場合は本機の巧障とも考えられまずので、お買い上げの販売店にご巧 
談< ださい。 

もし、販売店でおわかりじならない場合は、弊社のお客様柜談センクーまたはお近 < の修理 
柜談窓□にご連給ください。 


症が 

原因 

対策 

関連ページ 

電源スイ、ソチを入れても、表示 

•電源プラグの差し込みが 

•電源プラグの差し込みを 

己 

が点财せず、音も化ない。 

不完全である。 

点横してください。 


表示は点灯するが，音が化ない。 

•コードの接続が不完全で 

• しっかり接続して<ださ 

己 


ある。 

い。 



•音量調節つまみを紋って 

•適当な位置まで◎してく 

己 


し''る。 

ださい。 


表示が点滅したまま，音び化な 

•過大人力や温度上昇など 

•一旦電源スイッチを 

己 

い。 

じより保護回路が動作し 

" OFF " じして、1分 



てし''る。 

W 上放置してか6再度 
" ON " にしてください。 
それでち復帰しない場合 
は、お買い上げの販売店 
にご相談ください。 


音量を調節できない。 

• LF ダイレクトモードを 

• お好みの音量に調節した 

己 


" ON " じしている。 

いときは LF ダイレクト 
モードを " OFF " じして 
ください。 


音が歪む。 

•音量が大きずぎる。 

•音量を下げてください。 

己 


•本機を接続したアンプ側 

•アンプ側で低音を増強し 

己 


で音が歪んでいる。 

ないでください。 


発振ずる。 

(大きな音が連続的に化る。） 

•本機の音量が大きずぎる。 

•音量を下げてください。 

己 

音量がアンプの音量調節に連動 

•アンプのサブウー八一用 

•アンプのサブウー八一用 

己 

しない。 

じ(外の接続端す（化カレ 

端すじ接続してくださ 



ベルが一定）に接続して 
し''る。 

い。 



巧証とサービスにごいて 


のこの商品には保証書が添付されておりまず。 

保証書は所を事項をお買い上げの販売店で記入しておおし致しまずので、記載内容をご 
お認のうえ大切に保存してください。 

回保証期園は、お買い上げ日より1年園でず。 

万一が障した場合じは、保記書の記載内容じより、お買い上げの販売店またはお近<の 
修理柜談窓□が修理を申し受けまず。 

但し、保証期聞内でわ保証書が添付されない場合は、有料修理となりまずので、ご注意 
ください。 

詳し< は、保証書をご覧ください。 

※修理柜談窓□については、付属品『製品のご柜談と修理•サービス窓□一覧表』を 
ご参照ください。 

团保証期園後の修理じついては、お買い上げの販売店またはお近< の修理ち談窓□じご柜 
談ください。 

修理によって機能が維持できる場合は、お客様のご要望により有料修理致しまず。 

の本機の補修用性能部品の保有期園は、製造打ち切り後8年でず。 

固お客様じご記入いただいた保証書の控えは、保証期園内のサービス活動およびその後の 
安全点横活動のためじ記載内容を利用させていただく場合がございまずので、あらかじ 
めご了まください。 

固この商品に添付されている保証書によって、保証書を発行している者（保証責任者）およ 
びそれ W かの事業者に対するお客様のミモ律上の権利を制限するものではありません。 

团保証および修理じついてご不明の場合は、お買い上げの販売店またはおお<の修理相談 
窓□にご柜談ください。 

《弊社製品のお問い合わせについては、お客様相談センクーにご連絡ください。 

詳し < は、付属品『製品のご柜談と修理•サービス窓□一覧表』をご参照 < ださい。 
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主な仕様 


形式： 

再を周波数帯域： 

最大出力： 

入カインピーダンス： 

ク□スオーバー周波数： 
出力端す： 

電源： 

消費電力： 

待機電力： 

スピーカーユニット： 

ブ法： 

質量： 


アンプ内蔵パスレフ型 
20 H 之〜200 Hz 

now ( PEAK ) 

LINE IN : 22 k 0 

50 H 之〜 200 Hz (連続可変 、 LF DIRECT : OFF 時) 
LINE OUT 
AC 100 V 50/60 H 2 
63 W 

0.9 W 1：>(下 

20 cm コーン お X 1、防磁設計 

280〔幅 ）X 475 (高さ ）X 390 (奥巧き ） mm 

16.6 ks 


《仕様および外観は改良のため、予告な<変更ずることがあります。 

《『防磁設計』とは、（せ）電子情報技術産業協会〔略称」 EITA ) の巧術基準に適合したスピーカーシ 
ステムでず。 

《本機を使巧できるのは日本国内のみで、外国では使巧できません。 


コツ5^ュ—7-でーヴ X イ：；ヴ 


本 な 

干 104-0033 まま都中央区新 j I 1 1-21-2 

宗場巧タワー 14 F 

お客様相談センター 

TEL 045-670-5555 

【電話香号はお間違えのないようじおかけください。】 

受付時閨9 : 30〜12 : 00,12 : 45~ 17 ： 30 


(毀社休日および；坑日を除<,月〜金曜日） 

故障.修理.サービス部品じついてのお問い合わせ先（サービスセンター）については, 
次の URL でもご確認できまず。 

http://denon.jp/info/info02.html 


後日のためじ記入しておいてください。 


購入店名： 

電話 （ - - ) 

^ご購入年月日： 

年月日 


Printed in China 541110013 008 D 









